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研究論文  
学ぶことは生きのびること 
―教育の力― 
戎 香里菜 
要 旨 
私はフィリピン近郊の、教育とは無縁の家庭環境で幼少期を過ごし、虐待も受け、
教育を受ける機会を奪われました。だまされて来日し、決死の覚悟で逃げ伸びた先
で、人生を変える出会いがあり、夜間中学校に入学しました。そこには様々な年齢、
国籍の人がいて、ネガティブをポジティブに変える力がありました。この学校のこ
とを、ぜひ広く知っていただきたいと思います。 
キーワード 
虐待 夜間中学校 ポジティブな「素敵な」こと 自由 
1．教育と家庭 
私は、小さい頃から学校が大好きでした。なぜなら、学校にいる時間だけが私の大切な
楽しい時間だったからです。だから、小学校のときの思い出は、心の奥に刻まれています。 
私の通っていた小学校は、フィリピンのマニラにある小学校です。学校の周辺には靴の
工場が多く、その下請けで内職をする家もたくさんある地域でした。通っている子たちは
貧しい家庭の子もいれば豊かな家庭の子もいました。小学校の中央に大きなステージが
あって、周りを校舎が囲んでいます。ステージで様々な行事が行われますが、毎年ダンス
を踊っていたことをよく覚えています。一番大好きな教科は社会と理科でした。学校行事
にも必ず参加して、休み時間に友達とたくさん遊びました。 
しかし、家に帰ると、環境は一変します。ほとんど毎日のように母に叩かれ、体中あざ
だらけになるくらい、虐待を受けました。家は母と、私、妹の三人暮らしで、父は週に一
度くらいしか帰って来ません。母は朝出かけて夜中に酔っぱらって帰って来ます。そして
私たちをたたくのです。母がお金をうちに入れたり、ご飯を作ってくれたりした記憶はあ
りません。ときどき近所のうちや親せきに少しの食べ物を分けてもらって命をつないでい
て、私たち姉妹はいつもがりがりでした。 
なぜ、母は私たちを虐待していたのか…。それは母に教育がなかったからです。子育て
飾りやヘッダーは後から印刷業者が入れます。テンプレートの余白を
変更・削除しないでください。 
論文の種類（研究論文・展望論文・研究ノート）は入力してください。 
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の知識も、きちんと仕事ができる教育もなかったのです。母も小学校 2 年までしか行けず、
自分の名前の書き方も知りませんでした。親戚の中で唯一、父方のいとこが大学に行って
おり、私のあこがれでした。そのいとこのお姉さんに、幼い頃「教育を受けると、環境と
生活が変わる」「人生を変えるには教育が必要」と聞きました。そして、「どんな方法でも
学校には行かなきゃだめ」と私に言い聞かせてくれました。 
その後、突然、私と妹を置き去りに母はいなくなりました。育児放棄をされた私たちは、
学校へ行きたいと思っていても、食べる物、着る物にさえ困る厳しい現状でとても行ける
状況ではありませんでした。祖母の再婚先に身を寄せましたが、働かなければなりません
でした。野菜やアイスキャンディーなどを地域で売りに回りました。朝早く「野菜買って！」
と大声を出して売る時間帯は、登校時間と重なり、同級生たちが楽しそうに教科書を抱え
て通う姿を見るたびに、とっさに物陰に隠れて「なんで私だけ」と辛くて涙を流していま
した。そんな中でも私は妹に「私が大きくなったら食べさせてあげる。そして学校に行か
せてあげるからね。」と言い聞かせて耐えてきました。 
知人や親戚の間をたらい回しにされ、性的虐待も受けて、妹とも離れ離れになり、最終
的に学校へ通うことができなくなりました。生き地獄のような、夢も希望もない、一人ぼっ
ちの私でした。 
私が十代で母親になり、赤ん坊を抱いたまま外に出かけ、学生さんたちの姿を見ると、
なぜか胸がチクチクして、温かい涙を赤ん坊の顔に何度も落としました。 
2．転機 
人生を変えようと思っていた二十代のころ、日本で働くように誘われたとき、危険かど
うかよりも、食べて生きられる、お金を得て人生を変えたいという思いの方が強かったの
で話にのりました。そして、二週間もたたないうちに、パスポートとビザが出来てビック
リしました。パスポートは、私の顔写真でしたが、名前が違い、日本人の配偶者等が載っ
ているビザでした。ますます危険を感じ、怖くなっても、もうやめたいとも言いにくい状
況でした。日本について、はっきりだまされたことに気付いたのですが、もう手遅れでし
た。けれども、命がある限り可能性があると信じ、決心して命からがら逃げだしました。
見つかれば確実に誰にも知られないまま殺されていたと思います。わずかなつてを頼って
私がたどり着いたのが淡路島でした。そこで、夫と、また私を助けてくれる日本の方々と
の出会いによって、人生が大きく変わりました。 
3．運命の学校 
淡路島に呼び寄せた長男は、日本語が分からず困っていたので、私もよく付き添いで小
学校に行き、手助けさせてもらいました。幼い頃失った学校生活や知る喜びを息子の傍ら
で思い出しながらの毎日でした。そんな時、その小学校の校長先生が、私を兵庫県の多文
化共生サポーターに推薦して下さいました。私は兵庫県教育委員会人権教育課の派遣で、
多文化共生サポーターとして、県内の小中学校に行くことになりました。 
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毎日、学校へ通勤すると、ずっと、心の奥に押し込めていたものがあふれ出し、自分も
学校に通いたいと思うたびに心が痛み、一人きりになると涙が止まらない日々でした。 
それから、十五年後、尼崎の夜間中学でのサポーターの話が来たのです。 
初日、教室に入って見たのは、驚きの光景でした。生徒たちは、年配の方が多くて、国
籍も様々でした。先生たちが、生徒たちのそれぞれの実力にあわせて、各クラスにわけて、
丁寧に教えていたことに驚きました。先生たちの温かな教え方で、生徒は自信を持って、
わからないことを聞くことができる教室でした。また、生徒どうしが誰かを批判すること
なく、分からないことを分かち合う教室でした。国籍が違っていても、時々言葉が通じ合
わないときでも、みんな仲良くて、差別のない教室で楽しい授業を受けられていました。 
私がサポーターとして見て来た昼間の学校だと、一斉に同じ授業で勉強しており、つい
ていけない生徒は、特に外国人生徒だと、教室から疎外されてしまいがちでした。あるい
は、そのまま一緒に教室にはいるけれど、絵を描いたり、ノートに落書きしたり、自信が
なくなり、そのまま学ぶ意欲が落ちてしまっていた子もたくさん目にしてきました。しか
し、夜間中学校は全く違っていたのです。 
サポーターだけど、私もこの学校に通いたいと申し出ると、先生は家の近くの夜間中学
校を調べてくれました。当時引っ越したばかりの自宅のそばに、夜間中学校があったので
す。私の運命の学校との出会いでした。 
入学が決定したとき、緊張して、宝くじに当たったような気持ちで嬉しかったのを覚え
ています。だから、友達にも、その気持ちを味わってもらいたかったので、同じ学校では
なかったけれど、2 人の友達にも夜間中学校を勧めて、入学しました。 
西野分校に入学したとき、どれ程嬉しかったか言葉ではいえないぐらいでした。初日、
担任からの温かい受け入れに感動しました。大人の学生の私に丁寧に話をかけてくれて、
しかも、自分の机やロッカー、ファイルなどに自分の名前が書かれてある花模様のシール
が貼ってありました。「私を待っていてくれているんや、歓迎してくれているんや」と思い、
先生の心の温かさを感じました。私の居場所を見つけて、大人の私が子供のように再出発
して、私の止まった時間が動き出しました。学校生活にすぐに慣れて、友達と仲良くなり、
苦手の数学も克服して、毎日楽しい時間を過ごしました。 
4．西野分校の勉強 
夜間中学校の勉強は日本語の勉強ではなく、基本的には昼間の学校と同じ、九教科の学
習です。先生、生徒、それぞれがそれぞれにあった勉強をしていました。 
私の受けた国語の授業では、筆ペンで書くことが多くて、そのおかげで、まわりから、
私が書いた字が綺麗だとよく言われます。 
また、数学は子どもの時も苦手でしたが、サポーターをしていても、よく分からなくて、
それまでも困っていました。プラスとマイナスの計算や、分数の計算には自信がありませ
んでした。私の数学担当の先生は、わざわざ時間を作ってくれて、分かるまで教えてくれ
ました。そのおかげで因数分解の計算もできるようになり、今は自分の子どもの宿題でも、
自信を持って教えることができるようになりました。それまでサポーターの仕事をしてい
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て、数学の授業の通訳もたくさんしていましたが、根本的に自分自身が分からないから、
直訳しかできなくて、生徒には申し訳ない気持ちでいっぱいでした。教科担任の言われた
言葉をそのまま直訳したけれど、生徒は理解できていませんでした。自分自身情けない気
持ちでした。 
私は夜間中学にいると子どものような気分になれました。ゼロから再出発できることが
約束された場所でした。それは信頼できる先生がいるからこそ、そうやって、ありのまま
の昔からの自分が出せ、本当の自分と向き合って再出発ができるんだと思います。また、
クラスメイトとのお互いの信頼や、今までの経験の分かち合いがあって、今までずっと、
誰にも言えなかった苦しみの過去を書くことができたんだと思います。 
夜間中学校に通う生徒はみな、学校に十分行けなかった複雑な事情を背負っている生徒
ばかりでした。私にも、他の人にも、本当につらい経験でしたが、この学校ではかえって、
それが周りの人と心を開く大切な力に変わっていたのです。 
ある生徒は、私と同じお母さん中学生でしたが、彼女も夫に支えてもらいながら夜間中
学校に通って一生懸命学んでいました。ラオスから来た彼女はストリートチルドレンとし
て壮絶な子供時代を送っていたそうですが、詳しく聞かなくても、私たちは何か共通した、
背負ったものを互いに感じていて、すぐ仲良くなりました。 
ある生徒は、中国残留日本人孤児の男性の方で、若い頃ほとんど学校に行けなかったそ
うです。とても優しくて明るい人で、勉強に向かう時は本当に熱心です。ふだんの生活の
付き合いの中で、言葉がなくても彼が経験してきたことに共通のものがあると分かるの
で す。 
夜間中学校だからこそ、様々な国籍や年齢によらず、平等に学べたこの経験は、私の大
きな財産です。82 歳のクラスメイトも、学び続けていました。そこで、私が身をもって学
んだのは、子どもだけではなく、それぞれの生まれた環境のせいで学べなかった全ての人々
にも、平等に学ぶ権利があることです。 
西野分校は毎年 11 月に最も重要な行事である文化発表会をしています。それに向けて、
音楽や技術家庭科の作品作りだけではなく、学年ごとにステージや展示があって、みんな
夏休みでも学校に来て、いろんな取り組みをしています。 
私の学年は、学年の目標・テーマが「川の流れのように」でした。この年の私たちの学
年作品の展示は、両手で持つような巨大な筆で、それぞれ一人で、思い思いの一文字を書
きましたが、それぞれの気持ちを表すことができて、まさに人生の「川の流れのように」
でした。また、文化祭の最後のプログラムは、全校生徒の合唱です。ずっとみんなで練習
し、本番でみんなで歌を歌ったとき、心をつなぐことができて、みんな一つの心になりま
した。感動しました。 
また、短歌の特別授業もあります。短歌を作ったときに、私たちの普段の生活を短歌で
表現することで、つらいことのままではなくて、こんなに素敵な言葉に変わるんだと知り
ました。その素敵な言葉が私たち生徒の頑張れる力になっていると思います。ネガティブ
なことは、ポジティブな「素敵」なことに変えることができるんだなと、分かりました。
このときの授業も嬉し涙が出て感動した学びでした。 
毎年、一冊の文集を作ることは、西野分校でも最も大切にしている学習の一つです。か
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ならず西野分校生は授業の中で、短歌や作文を書くことになっていて、なぜか自分の人生
を書くようになりました。先生に教わったのは自分自身を表現し、それを文章に表すこと
でした。そのおかげで、私は自分の過去から自分を解放することができました。今、自分
を語る勇気を持てたのも、このような夜間中学校の勉強によって、自分が自由になり、成
長できたからだと思います。もし学校に行かなかったら、一緒に過ごしている家族にさえ、
自分の心の奥に押し込めていた、秘密や傷を、外に出さないまま、私は一生を終えていた
でしょう。家族にさえいうことが怖かったのです。自分を解放できる勇気をくれたのは学
校でした。 
5．夜間中学校を世界中に 
入学したころの「学校で学び、卒業して、学歴があると言えばいい」という私の小さな
夢は、学んでいくうちに、どんどんと大きく変わりました。大学まで勉強して、夜間中学
校のことを世界中に紹介したい。そして、子どもだけではなく、すべての人に学ぶ権利が
あることを伝えたい。すべての人がその学ぶ権利を受けられるように、サポートしたい。
私と同じ境遇の人たちの力になりたい。また、絵を描いたり、こんな「建築関係」の仕事
をしたりしたいとも思うようになりました。今の自分の頭の中にある将来のビジョンは、
子どもが集まれるような自然の家「自然の中の施設」を自分で造ることです。そういう夢
を見る自分を新たに発見できたと思います。また、自信を持って、自分が思ったことを議
論できている自分自身にも驚いています。私は今、実際に、友達と一緒に、新しいフィリ
ピンコミュニティづくりをして、学びたい人々のための講座の計画をし、学んで自分を向
上するための教室を始めました。私を見て、夜間中学校卒業後に高校にも入学した友達と
始めた取り組みです。 
学ぶことは、生き延びるための武器であり、視野が広がるだけでなく、自分自身の発見
でもあります。そのためにも夜間中学校という、この日本で誕生した制度を世界中に発信
しなければならないと考えています。夜間中学は、今現在の一部の人のためだけのもので
なく、未来への投資であると考えています。 
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【参考】 2018 年 7 月 27 日 衆議院第一議員会館にてシンポジウム原稿 
「人生の夢の扉」 
戎 香里菜 
学ぶことは生きること。学びは人間らしく生きるために不可欠です。 
私が夜間中学校で学んだのは、ただの数字や文字の読み書きだけではありません。空っ
ぽだった心の中の何かが満たされてゆくように、私は成長しました。言葉でうまく表現で
きないのですが、夜間中学に通えたおかげで、私の中の孤立していた島が、だんだんと向
こう側とつながってきていることに気づきました。 
私が生まれた家庭は、教育とは無縁の世界でした。フィリピン社会にあるのに、社会と
はまったく隔絶した家。ただ、今日どう食べるかしか、考えない両親。私は自分の給料か
ら、服も学費も払っていましたが、だんだんできなくなって、学校には行けなくなりまし
た。両親の離婚後は、親戚をたらい回しにされ、他人の間も転々としました。私も、私の
心を空っぽにするしかありませんでした。犯罪組織に監禁されていた私を、国家警察が救
い出した時、身元引受人になってくれる親戚は、誰もいませんでした。 
一人ぼっちで、希望のない、生き地獄のような人生。 
こんな境遇になったのはなぜか？両親に、親戚に、教育がなかったからです。この負の
連鎖を私で断ち切りたい。だから 25 年間「私は、学校へいきたい！学びたい」と涙を流
しながら、ずっと心の奥で叫んでいました。 
年を重ねても必ず学校へ通い、卒業すること。しかし、私の母国では、年を取った人が
学びなおすことは経済的にも、周囲からの眼からも困難です。 
ところが日本には、学びなおすチャンスをくれ、むしろ応援してくれるところがあった
のです。夜間中学校です。 
私の人生の夢の扉を開いてくれたのは、丸山中学校西野分校でした。 
もっと早く知っていたらと思いますが、知っていても、淡路島から通うのは無理だった
でしょう。市外からは入学さえ許可されません。 
当時、息子が通っていた小学校の大下校長先生が、私を兵庫県の多文化共生サポーター
として推薦して下さいました。家の事情で、淡路島から神戸市に引っ越し、尼崎市の琴城
分校にタガログ語サポーターとして派遣されて、生まれて初めて夜間中学校というものに
出会いました。 
熱心に学ぶ様々な年齢、国籍の人。ありのままで受け入れられる学校。 
「やっぱり、私も学校へ行きたい。」 
懇願すると、居住地にある西野分校を紹介してくれました。通うことになったときの嬉
しさは、ことばで表現できないぐらいでした。 
今私は、定時制高校 3 年生です。今の夢は、大学で学び、国連で働いて私と同じような
境遇の人たちの力になることです。 
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学校を必要としている人が、たくさんいます。社会人となって、「今さら」とか「学校へ
行っていなかったことがばれるのがいや」という人も、心の奥で「学校で学びなおしたい」
と思っているでしょう。 
実は、日本人の私の夫も、時間の余裕があったら、「必ず学校で、学びなおす」と 意志
を持つようになりました。そのときに、彼を応援したいと思います。淡路島にも夜間中学
校があれば、学びなおしたいという人がいます。私を見て、学校へ行きたいと言っていま
す。また、日本人の知人にも、名前と住所しか書けず、区役所からの大事な手紙が読めな
い人がいます。バブル期、日本に働きに来た多くのフィリピン人の中に、中学校を卒業出
来なかった人がたくさんいます。今も日本で暮らし、きっと、学校へ行きたいと思ってい
るでしょう。 
夜間中学と出会えた私たちが、見本となって勇気づけたいと思います。 
私たちも、知らなかったことを、知りたい。皆が学んだことを学びたい。 
どうか、学び直したい人を、学校にいかせてあげてください。学校で学べない人を、こ
の日本国から なくしてください。 
一人でも多くの人に学校の扉を開いてください。 
人生の夢の扉を。 
以上 
（えびす かりな 神戸市立丸山中学校西野分校卒業生） 
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